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医療関連サービスの株式会社トーカイ（東１ 9729）の連結子会社である、総合ビル管理業の株式会社ティ・アシスト（非上場）は、同業の株式会社ビルメン
（非上場）とビルメン株式取得に係る株式譲渡契約を締結した。首都圏での営業強化が目的。株式取得数は60千株（議決権100％）。譲渡金額は非公表。株式譲
渡日は７月１日の予定。ティ・アシストは一般事務所および医療・福祉施設等の清掃や設備管理が主業務。ビルメンは首都圏を中心に官公立病院等を始め大型施
設の総合ビル管理業務を手がけており、相乗効果が図れると判断した。

無料無料無料無料レポートレポートレポートレポートのののの登録登録登録登録はこちらはこちらはこちらはこちら！！！！
http://esnet.sslserve.jp/es/mailmagazine/

６月９日（木）

電源機器製造販売業のオリジン電気株式会社（東１ 6513）は、特殊塗料の製造販売業の東邦化研工業株式会社（非上場）の株式を取得をした。販売拡大が目的。
株式取得数は４千株（議決権100％） 。株式取得価額は918百万円。株式取得日は６月８日。オリジン電気は自動車の内外装やＩＴ家電に使用の素材用塗料を製
造販売している。東邦化研工業は化粧品業界向けを主力とする特殊塗料メーカーで、販売先の重複等が少ないことから、ケミトロニクス事業の強化が図れると判断
した。

アサヒホールディングス株式会社（東1 5857）の連結子会社で、貴金属リサイクル事業のアサヒプリテック株式会社（非上場）は、精密洗浄事業の株式会社ウ
スダ製作所の株式を取得し、子会社化することを決議した。業務拡大が目的。取得株式数は24千株（議決権100％）。株式取得日は６月10日。譲渡金額は非公
表。ウスダ製作所は高度な精密洗浄技術を有しており、半導体や液晶製造業界に多くの優良顧客を持ち、高評価を得ている。アサヒプリテックはウスダ製作所をグ
ループ化することで、自社の貴金属イサイクル事業の顧客に対し、優れた精密洗浄技術サービスを提供する意向。

エレクトロニクス事業のJVC・ケンウッドホールディングス株式会社（東１ 6632）は、車載用AVメカニズム事業のShinwa International Holdings Limited
（以下、シンワ）の株式を取得し子会社化することを決議し、基本合意書を締結した。中国市場での事業拡大が目的。取得株式数は14,836,370株（議決権
51.0％）。取得価額は今後の協議にて決定する。株式取得は10月の予定。株式はCITIC Capitalの運営するファンドおよびシンワ主席の内藤喜文氏より譲り受け
る。

６月10日（金）
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６月８日（水）

金融業の三菱ＵＦＪ証券ホールディングス株式会社（非上場/以下、三菱UFJ証券HD）は、同業のキムエンホールディングス（シンガポール）の株式売却を発表
した。マレシーア最大の銀行であるマラヤン・バンキング（以下、メイバンク）が実施中のＴＯＢに応じたもの。全持株を売却する。売却額は340億円。今後は
三菱ＵＦＪ銀行が出資しているCIMBグループとの提携を強化し、ASEAN事業を拡大する。三菱UFJ証券HDとキムエンは2011年に業務提携を結んだ。同じ東
南アジアにて三菱UFJ銀行がCIMB（メイバンクに次ぐ国内２位の金融グループ。 1974年に旧三和銀行が出資。現在4.1％の株式を保有。）と提携をしており、
バンクエコノミクスを高めるため、CIMBへの一本化が適切と判断した。


